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梁 の塑性変形能力に及ぼす溶接欠陥の 影響

一そ の 1　 開先形状 および欠陥位置 を 因子 と した 載荷実験
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柱梁接合部　　 溶接欠陥　　　開先形状

固形エ ン ドタブ 実大載荷実験　塑性変形能力

1，は じめに

　 固形エ ン ド タ ブを 用 い た 溶接施 ユ で は，溶接初層 の

始終端位置 に 溶け込み不 良 な ど の 欠陥が生 じ易 い 。溶

接部初層に お け る欠陥が ， 工 場溶接形式で は．．ヒ下 フ ラ

ン ジ と も外 開先と な る た め ，フ ラ ン ジ内面側 に 入 る．
一

方，現場溶接形式 で は 下 フ ラ ン ジ の 開先形状 は 内開

先と な る た め，溶接部初層 の 欠陥は フ ラ ン ジ 外面側に

入 る。内開先 の 初層欠陥は 外 開先 の 場合 に 比べ て ，破

壊 に 対 し て 敏感 に 働 く こ と が 指摘 さ れ て い る
1い 〕。本

報で は ，こ の 開先形状 の 違 い お よ び 端 部 欠陥 と中 央 部

欠陥 と い う欠陥位置の 相違 が梁 の 塑性変形能力 に 及ぼ

す影響を検討す る た め に 行 っ た 実大載荷実験 に つ い て

報告す る 。

2．実験計 画

2．1 試験体

　試験 体 形状 お よ び寸法 を図 1 に 示す 。 試験体 は 通 し

ダ イ ア フ ラ ム 形 式 の 角 形鋼管柱 に H 形断面梁 が溶接接

合 さ れ た T 字形試験体 で あ る。柱 は 冷 闇 m 一ル 成形角

形 鋼管 （ロ
ー350x350x16 （BCR295 ）〉，梁 は H 形鋼 （RH

−

SOex200xlOx16 （SN49eB ）），通 し ダイ ア フ ラ ム は PL −19

（SN490B ） で あ る。本実験 で は，梁端 フ ラ ン ジ溶接部

で 破壊を生 じ さ せ る こ とを 目的 として い る ため，梁端

部 に 補剛 ス チ フ ナを配 して ，梁 フ ラ ン ジお よ び梁 ウ ェ

ブ の 局部 座屈 を 防 い で い る。

　試験体
一

覧 を 表 1 に 示 す。実験因子は，開先形状，

欠陥長さおよび欠陥位置 で あ る 。 開先形状 は 図 2 に 示

す外開先お よ び内開先 で あ り，図 3 に 示 す よ う に 溶接

初層 の 端部 ま た は 中央部 に ダイ ア フ ラ ム に 接 して 鋼片

（5tnmxsmm ）を設置した 上 で溶接す る こ とに よ り，人 工

欝驪 臟 戴瀦 鰍聯黻 。讐炎
陥長さ ：30mm ）の 3 体の試験体を製作 し た。内開先 に

つ い て は，無欠陥，端部欠陥 （欠陥長 さ ：5，1  ，15mm ）

および中央部欠陥 （欠陥長さ ：30mm ） の 5 体を 製作 し

た。開先形状 は 上下 の フ ラ ン ジ で 同
一

と し，端部欠陥

は 各 フ ラ ン ジ両 端部 の 計 4 ケ 所，中央 部 欠 陥 は 各 フ ラ

ン ジ 中央部 の 計 2 ヶ 所 に 挿 入 し た 。

　梁 フ ラ ン ジ と ダ イ ア フ ラ ム の 完全溶込 み 溶接 は，半

自動 CO2 ガス シール ドア
ーク溶接 （YGW11 ，1．2φ） に よ

り行 い ，溶 接 始 終端部 の 処理 に は L 形固 形 エ ン ドタブ

を用 い ，溶接デ ィ テール は ノ ン ス カラ ッ プ 工 法 と し

遼
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図 1 載荷装置

表 1 試験体
．一・

覧

試験体 開先形 状 欠 陥 高さ 欠 陥長 さ 欠陥位置

無 し 無 し 無 しS−NS
−E−15S
−C・30

外 開先 5mm
15mm 端部

30rnm 中央部

無 し 無 し 無 し

5mm
F−NF
−E−5F
−E−10F
−E．15F
−C。30

内 開先 五〇mm 端部
5mm

15mm30mm

中央部

　 　 　 　 ウェブ
柱　　1 当lt

”’” ラム

1wn
　 　 欠陥

〔a）外 開先 （S シ リ
ーズ ）
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　図 3 溶接欠陥
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た。積 層 方 法 は ，図 4 （a ） に示 す よ う に 4 層 5 パ ス で

ある 。外開先に対し て は ee　4 （b） に 示す よ うに 最終層

の 2 パ ス を 梁 フ ラ ン ジ 端部 か ら 中 央 に 向 け て行 い ，ク

レーターが中央部 に く る よ う に し た 。 内開先に対 し て

は，図 4 （c ） に 示す よ うに い ずれ の パ ス で も梁 フ ラ ン

ジ 端部か ら中央 に 向けて 行い ，中央 で 溶接線を継 い で

い る。溶接 は，電圧 を 約 33V ，電 流 を 270A 〜330A の

条件で 行 っ た。入熱量の 最大値は ，20 〜26k 亅／cm の 範

囲で あ っ た。パ ス 間温度は，溶接金属 の 強度が母材強

度 に 比 べ て 同 程度と な る こ と を意図 し，450 ℃ で 管 理

した 。 材料の 機械的性質を表 2 に 示す 。 溶接金属 の 引

張強 さとダイ ア フ ラ ム お よ び梁 フ ラ ン ジの 引張強 さ と

の 比は ，そ れ ぞ れ ］．03 お よ び 1．04 で あ る 。

2、2 載荷方法

　載荷 は ，図 1 に 示す よ うに 柱 の
一

端 をピ ン 治 具 に ，

他端 を ロ
ーラ 治呉 に 接合 し，梁先端 に 取 り付 け た 油圧

ジ ャ ッ キに よ り行 う。載荷 は 正 負交番漸増繰返 し 載荷

と し，変 位 振 幅 は 梁 の 金 塑 性 モ
ーメ ン ト Mp に 対 す る

弾性相対回転角 θp を 基準 に ± 2θp お よ び± 40p の 変位

振幅 で 各 2 回 ずつ 行 い ，そ の 後，± 6θp の 変位振幅 で

破壊が生 じ る ま で 繰返 す 。

3．　 荷 重 一変 形 関 係

　図 5 に Mp および Op で 無次元化 した梁端 モ
ー

メ ン ト

Mm と 回 転角 Om の 関係を示 す。図中の ○ は ，荷重低下

す る 直前 を 表 して い る。
4． まとめ

　本報 （そ の 1） で は ，実験計画 お よ び荷重 一変形関

係 を 報告 し た 。 なお 、参考文献および謝辞は ，まとめ

て （そ の 2） に 示す。

表 2 機械的性質
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（a ）積 層 方法 〔b＞S シ リ
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ーズ

図 4 溶 接方 法

試 験体 鋼種 　 の

（N ！mm2 ）

　 σ u

（N／mm2 ）

YR

（％ 1
εu

（％ ）

vED

（J）

vTs

（℃ ）

梁 フ ラ ン ジ SN490B3355256416215593

梁 ウ ェ ブ SN490B3755357016 ，呂 一 冒
角形 鋼管 BCR29536048075182 一 一

ダイ ア フ ラ ム SN490B3505336620 ．11296 ．9
溶 接金 属 YGWH4 且254775 ＞ 1＆63219 、1

oy ： 降伏 点 ，σ u ： 引張強 さ，YR ： 降伏比 ，εu ：
一
様伸び

vEo ：0℃で の シ ャ ル ピー吸収 エ ネル ギー，vTs ：破 面遷移温 度
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